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西
澤
議
員
の
一
般
質
問
要

旨
を
紹
介
し
ま
す
。 

 Ⅰ
、
南
部
工
業
団
地
建

設
計
画
に
つ
い
て 

１
、
建
設
の
必
要
性
に
人
口

減
少
対
策
を
か
か
げ
て
い

一般質問は６日、議案審議の後、10時 30分
ごろになる見込み。山田議員、西澤議員は午後か

らになります（議事進行により多少変動あり）。 

る
が
、
具
体
的
根
拠
と
理
由
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
―
過
去
の

企
業
誘
致
（
旧
北
海
製
缶
、
北
落

工
業
団
地
な
ど
）
が
、
そ
の
成
果

に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
教
訓
も

踏
ま
え
て
い
る
の
か
。
― 

２
、
自
然
と
の
調
和
、
甲
良
町
の
将

来
、
農
業
振
興
の
重
要
な
課
題
に

マ
ッ
チ
す
る
か
。 

３
、
豊
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て
い

る
状
況
を
認
識
し
て
い
る
か
。 

４
、
「
丸
投
げ
す
る
の
で
は
な
く
」

「
協
議
に
入
っ
て
い
く
」
と
わ
ざ

わ
ざ
表
現
し
て
い
る
が
、
「
丸
投

げ
」
し
な
い
た
め
の
担
保
、
具
体

策
、
法
的
根
拠
を
示
す
べ
き
で

は
。 

５
、
中
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
「
譲
渡
」

し
た
後
の
町
の
発
言
権
は
法
的

に
確
保
さ
れ
る
の
か
。 

６
、
28
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た

「
部
分
路
線
の
測
量
設
計
」
は
合

理
的
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
は

な
い
か
。 

 
 
 

〇
測
量
設
計
の
目
的
が
承

認
さ
れ
て
い
な
い
。
「
取
得

費
」
は
「
取
り
下
げ
」
て
い

去
る
5
月
24
日
6
月
議
会
前
の
議
会
運
営
委
員
会
が
開
か
れ
、
補

正
予
算
に
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
計
費
２
０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
。
一
方
、
子
育
て
支
援
・
出
産
祝
い
金
１
０
０
万

円
を
計
上
。
ほ
か
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
２
５
０
０
万
円
を
受
け

て
、
ゆ
ず
生
産
拡
大
に
取
り
組
む
な
ど
「
官
民
協
働
事
業
委
託
」
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
は
６
日
（
別
掲
）
で
す
。 

他
に
、
野
瀬
欣
宏
副
議
長
に
対
し
「
と
り
わ
け
、
解
職
請
求
を
共

に
主
宰
し
た
…
責
任
は
重
い
と
言
え
る
」
な
ど
と
し
た
不
信
任
決
議

案
が
丸
山
議
員
、
阪
東
議
員
の
共
同
で
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

甲
良
・
9
条
を
守
る
会
か
ら
「
安
保
法
制
廃
止
」
を
求
め
る
請
願

が
提
出
さ
れ
、
6
日
に
審
議
・
採
決
さ
れ
ま
す
。 

西ヶ丘山林池寺地先・（仮称）南部工業団

地計画の取り付け道路測量予定図面 

国道 307 号側
の入り口計画 

池寺区からの取
得予定区域 

当初予算（3月議会）
の計画では 

☆取り付け道路測量設計

委託費に 

1450万円 

☆用地取得費に 

200万円 

上記全額取下げ。池寺区

に関わる部分路線測量設

計費250万だけを計上。 



 

 

 

6 月議日程 
3日（金）全員協議会：議案説明他 

6 日（月）本会議開会：議案提案、

請願審議など。後、一般質問（阪

東、西川、建部、山田裕康、西澤

の各議員の順） 

9日（木）総務民生常任委員会：「子

育て支援金支給条例」審議 

13日（月）閉会：討論、採決他 

※上記の開会は全て９：００ 

る
こ
と
。 

 
 
 

〇
測
量
し

て
も
、
取

り
付
け
道

路
も
、
全

体
計
画
も

住
民
合
意

の
見
通
し

は
不
明
で

あ

る

こ

と
。 

７
、
以
上
の
理
由

か
ら
住
民
合
意

が
整
う
ま
で
当

初
計
画
の
「
執

行
停
止
」
あ
る

い
は
「
白
紙
撤

回
」
が
ふ
さ
わ

し
い
と
考
え
る

が
。 

 Ⅱ
、
税
金
横

領
問
題
に

つ
い
て 

 「
犯
行
容
疑
」
の

刑
事
責
任
を
厳
し

く
問
う
こ
と
、
お

よ
び
行
政
事
務
の

弱
点
・
問
題
を
生

ん
だ
背
景
に
全
面

的
な
メ
ス
を
入
れ

る
こ
と
が
重
要
。 

１
、
Ｋ
氏
が
着
任

し

て

か

ら

の

「
不
納
欠
損
」

の
年
度
別
・
種

類

別

納

税

者

（
記
号
に
て
）

別
の
全
一
覧
を

公
開
す
べ
き
で

は
。
―
「
不
納

欠
損
額
」
の
中

に
横
領
額
を
忍

び
こ
ま
せ
た
疑

い
が
強
く
、
以

前
の
説
明
で
、

そ
の
疑
い
を
否
定
し
な
か
っ
た
。

― 

２
、
現
在
、
１
９
２
戸
の
訪
問
調
査

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
個
々
の

納
税
者
の
確
認
作
業
を
し
な
け

れ
ば
、
「
横
領
額
」
が
明
確
に
な

ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
庁
舎
内
の

記
録
と
職
員
の
記
憶
・
証
言
だ
け

で
は
証
明
で
き
な
い
か
ら
な
の

か
。
日
々
の
処
理
が
窓
口
納
付

（
両
セ
ン
タ
ー
の
集
金
も
含
む
）

と
台
帳
、
伝
票
、
現
金
を
突
合
・

確
認
作
業
を
し
て
い
な
か
っ
た

か
ら
な
の
か
。 

３
、
窓
口
納
付
の
場
合
、
課
長
は
ど

の
よ
う
な
管
理
を
し
て
い
た
の

か
。
具
体
的
な
確
認
記
録
は
あ
る

の
か
。
あ
れ
ば
公
表
を
。 

４
、
現
在
す
す
め
て
い
る
１
９
２
件

の
確
認
作
業
で
、
納
税
者
が
記
録

（
領
収
書
を
含
む
）
を
保
存
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
ど
う
対
応
す

る
の
か
。 

５
、
一
日
も
早
く
司
直
の
手
に
委
ね

る
こ
と
こ
そ
、
全
容
解
明
の
一
歩

と
な
る
の
で
は
。 

 Ⅲ
、
人
口
減
少
対
策
と
「
地

方
再
生
」
の
視
点 

 １
、
町
内
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
積

極
面
を
活
か
し
、
否
定
面
を
克
服

す
る
こ
と
の
重
要
性 

①
こ
の
間
生
ま
れ
て
い
る
「
交
流

と
定
着
」
を
目
指
す
取
り
組
み

を
ど
う
活
か
す
の
か
。 

②
個
々
の
取
り
組
み
を
つ
な
ぐ

上
で
も
、
否
定
面
を
克
服
す
る

展
望
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
は
。 

２
、
税
金
の
使
い
方
を
開
発
中

心
か
ら
、
子
育
て
支
援
、
老

後
の
安
心
、
充
実
へ 

①
出
産
祝
い
金
、
保
育
料
軽

減
、
な
ど
の
制
度
化
を
。 

②
外
出
支
援
の
充
実
、
介
護

保
険
料
、
利
用
料
の
負
担

軽
減
こ
そ
、
重
視
し
て
、

取
り
組
む
べ
き
だ
が
。 

参院議員（民進） 


